
〈特別寄稿 〉

ア ン リ の 身 体 論

内在の概念 とキ ネステーゼ

山 形 頼 洋

メー ヌ ・ド ・ビ ラン解釈 と して提 示 された アン リの身体 につ いての 考 え方 を彼の 『哲

学 と身体 の現 象学 メー ヌ ・ド ・ビラ ンの存在論 に ついて 』(11におい て検 討す る こ

とに よって、世界 を構成 す る最 も根 源 的な 自我 の在 り方 としてのキネ ス テーゼの問題 を

追求す る。実際、ア ンリの 身体 の現象学 は、 ラン トグレーベ の努力が 開拓 す るキネステー

ゼの領域 を{21、すで に全 体 におい て見渡 しているだ けで はな く、 さらに特筆 すべ きこと

は、キ ネステーゼ 概念 の核 心 を成す 問題 を、 アン リの内在の概念 が本 質的 には解 決 して

しまっている とい うこ とであ る。

ラン トグ レーベ の キネステ ーゼ理 論 について は稿 を改め て、 別の機 会 に発表 す るこ と

に して、 こ こで は、本稿 に関係 のあ る ことを最低 限 、述 べ るに とどめ る。彼 は、現象学

に とって根 源的主 体 の在 り方で ある生 き生 き した現 在 をキ ネステーゼ と して把 握 しよう

とす る。 キネス テーゼ とは、Sichbewegen,Ichbewegemichと して、 「自らを動 かす」 こ

とであ り、 「自ら動 く」 であ り、そ の意味で 「動 く こと ・運動」 であ る。 自 ら動 くこ と

であ るキネステ ーゼが 、なぜ、生 き生 き した現在 と言われ る、現象 学 的反省 の届か ない

原事実 としての私の存在 であ りうるのだろ うか。 ラ ントグ レーベ によれば、 「私 が在 る」

とい うこ とは、 「私 が現 に、す なわち、今 、 ここに、在 る(lchbinda)」 とい うことに

ほか な らない。 この 「現 に」(Da)は 、いわ ゆる自然 的態度 にお いては、時 空の 「今 、

ここ」 を意 味 して い るが、還元が施 され ると、 それ は、 「今、 こ こ」 と しての時間 と空

間 を構成す る働 き に関わ るもの として取 り出される 。 この時 間 ・空間 を構成 する働 き、

ない しは時間 ・空 間が そ こか ら生 ま れるその源 が、 キネス テーゼであ ると彼 は主張す る

ので ある。 しか し、 どの ように して 自ら動 くこ とと しての キネステー ゼ は、 時間 と空 間

とを構成 す るの だ ろうか。 自 ら動 くことはそ の本 質におい て 「原 努力」 くUrstreben)で

あ り、 原努 力 と して、欲求の充足 を 目指 している。 簡単 に言 えば、欲 求が直接 、即座 に
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充足 され ない ことが、言 い換 える と、欲 求が充足 さ れるまでの経過 が 、時間 ・空間意識

を産み だす。

ラン トグ レーベ の この理 論 は、次 の三つの テーゼ を内包 してい る。1)自 ら動 くこと

は、先一 反省的 な 自己意識 あ るいは 「自己への気づ き」 を可能 にする ような構造 をして

い る。2)い か な る意 味 で も、 時間 を本質 とす る意 識 に は基づ い て いな い運 動 的 な こ

の 自己 へ の関係性 が、生 き生 きした現 在 と言 われ る根源 的 自我 の統一 の 原理 であ る。

3)時 間 ・空間意 識が 、原努力 の欲 求充足 の過程 に おいて形成 される のであ れば、 自ら

動 くこ とであ るキ ネス テーゼの ほん とうの相関者 は 、時間空 間 として の世界 ・見え うる

知覚世界 ではな くて、一層根源 的な、欲求 の発生 と充足 に関わる別の世界 であ る。

1)に 関 して は、 ラ ン トグレーベ はキ ネス テーゼ におけ る自己 関係 性 を積極 的に強調

しなが らも、その構 造 を説 明す るこ とはないが、 ア ンリの内在の概念 は、身体運動 に適

用 され る とき、 この課題 を果たす こ とがで きる。2)に ついて は、 ラ ン トグ レーベは こ

の問題 をヘ ル トの 生 き生 きした現在 の 「自己共 同化 」 か ら引 き継 きな が らも、 自分 の理

論 か ら論ず る こと はなかったが、 ア ンリの習慣 と しての身体の理論 は 、キ ネステーゼ的

主体の統一 の問題 を考 える際の強力 な武器 となる。3)ア ンリが メー ヌ ・ド ・ビラ ンの

「抵抗す る連 続」 に施 した解 釈 は、 時 間 ・空間の優 越す る知覚世界 の根底 に息づ く、時

空の手前 に潜 む根 源的世界 の存在が 、真 のキ ネス テ ーゼ の相関者 であ る ことを、 ラ ン ト

グ レーベ とは別の形 で、 しか も より鮮 明 に提示 してい る。

第 一節 主体的 身体

コギ トの規 定 にお いてメー ヌ ・ド ・ビランは、 デカル トの静 的な 自我 の捉 え方 を批判

した。後者 の 「我 思 う」 とい う自我 の定義 に対 して 、彼 は 「私は 出来 る」 とい う産 出力

としての 自我 を対 置 した。 これが ア ンリの解釈 の出 発点で ある。た とえば、欲望 とか、

行為 とか、運動 とかが問題 であ ると き、 デカル トの 概念 において は、 ただ観 念 だけが 、

す なわ ちあ る欲 望 につい ての観 念、 あ る行為 の観念 、あ る運動 の観念 だけが コギ トに属

してい るの であ り、その もの として 考 え られた行為 や運動 は、 もはや 思惟 の規定で な く

て、それ とは異 質 の延長 に割 り当て られ ている。 したが って、私が或 る運動 を実行す る

とい うこ とはデ カル トに とっては、その運動 の観 念 を思 い抱 くとい うことにほかな らず 、

その結果、心 身結合 の事 実 に基づ く自然の教 えに従 って、現実の運動 が物体 としての 身体

において第三 人称 の機械的物 理的 過程 と して進 行 す るとい うことに なる。 これ に対 して
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ア ンリの 身体論

メー ヌ ・ド ・ビラ ンは、 自我 を努力 と して、原因 と して、生 きた力 と して定義す る こと

に よって、 「私が絶 えず世 界 を変容 するその活動 と して」(PC,72)自 我 の存 在 を捉 えた。

「自我 は力 で あ り、 コギ トの意 味 は 『我 思 う』 で はな くて 『私 は 出来 る 』で あ る」

(PC,73)c

しか し、 それだ けで はない。 メー ヌ ・ド ・ビラ ンの独創 性 は、観想 的で理論 的な 自我

の理 解 に対 して、 行動 的な 自我 の解 釈 を提 唱 した点 にあ るので はない 。行動 的な哲学 と

い うことで言 えば 、彼 よりもはるか に豊 かで輝 か しい世界観 を提示 した哲学者 が幾人 も

ある とア ンリは指 摘す る。彼の哲学 は、観想や思惟 の哲学 に対立 す る行為 の哲 学で はな

い。 「その独創 性 、 その深 さは、 コギ トを 『私 は出 来る』 と して、行 為 として、運動 と

して規定 した ことで はな くて、 その運動 や行為 の在 る ことが、 その力 の存在 が、 まさ し

くコギ トの存 在 にほかな らないこ とを確立 した点 にあ る」(PC,74)。

身体運動 の存在 が主観i生に属す る こ とをメーヌ ・ド ・ビランは どの ように して確立 し

たのか。彼 は、 「運動 がそれ によっ てわれわれ に与 え られ るその認識 の様態」 につ いて

の まった く新 しい 理論 を提出 したの であ る。 「この 認識の様態 は まさ しく内的な超越論

的経験 の様 態であ り、 それ によって 、運動 は直接 、絶 対的 な仕 方でわ れ われに与 え られ

る」(id.)。運動 は世界 の なかの事 物 と して超 越 的な存在 として知 られ るのでは な くて、

内在 において、 デ カル トの コギ トと まった く同 じ資格 で、 同 じ仕 方で 経験 され るの であ

る。私 の身体が物 体 として世界 の一対 象 と同 じ資格 で私 に とって存在 し、 また、知 られ

るの な ら、私は 身体 を、た とえば手 を動かす ために 、紙 を切 ろ うと してまず鋏 が どこに

あ るか探 す ように、 自分の手 のある場 所 を探 さなけ れば な らないだ ろ う。 この ような こ

とが決 して起 こら ないのは、私 の身体 が世界 のなか の超越 的対象 とは まった く違 った仕

方で私 に与 えられ 、経験 され ている か らに他 な らな い。 この私 の身体 の私 自身 に対す る

独 特の与 え られ方 を、ア ンリは、メ ーヌ ・ド ・ビラ ンの解釈 にあた っ て、 内在 と して明

らか に したので ある。

身体 を物体 とす る伝統 的な理解か ら解 き放 して主観性 の うち に取 り込む努力 として は、

メルロ=ポ ンテ ィの 『知覚 の現象学 』 をそ の優 れた 例 と して挙 げ るこ とが で きる。 しか

し、 『知 覚の現象 学』 は この 目的 を間接 的な仕 方で しか達成 す ることが で きなか った。

身体 を対 象 と して 考え る諸科学 が克服 す るこ との困 難 な問題 に遭遇 している ことを科学

自身 に語 らせ、 こ の ような困難 は実 は、 身体 を 「諸 部分が お互い に外 在 的な」物体 とし

て取 り扱 う科学 の前提 か ら来 る こと を明 らかに し、 そ こか ら、身体 は物体 で はな くて、
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世界 の独特 の理 解 の能力 として、構 成 された もので はな くて構 成す る もの と して超越 論

的な存在 である と結論 す る。 これに対 してア ンリの場合 は、身体 の超越論 的性 格 を、 メー

ヌ ・ド ・ビラ ンの 解釈 にア ンリの内 在 の概念 を適用 す るこ とに よって 、直接 に、す なわ

ち、身体の、 む しろ身体運動 の存在 論 と して、対象 一般 とは存在論 的 に異な る もの とし

て展 開 した のであ る。

したが って、メ ー ヌ ・ド・ビラン にお いて身体が 「私 は出来 る」 と して、 しか もその

ような もの と して 超越論 的に内的 に経験 されて、 自我の主観性 の領域 に組 み入れ られる

以上 は、彼 のコギ トとデ カル トの 「我思 う」 として の コギ トとのあ い だには本質 的な相

違 は見いだせ ない 。 メー ヌ ・ド ・ビ ランは 「私 は出 来 る」 としての 「努 力」 を、主観性

そ の ものの一様態 として決定 するの に対 して、デ カル トの ほ うは、反 省 的思惟 を研究 し

て そこか ら自我 の存 在 と しての主観 性 を明 らかに した。い いかえ ると、 身体 的運動 もま

た、 デカル トが 反 省的 ・表象 的思惟 の考察 を通 して 開示 した 自我の主 観性 の構 造 に、同

じく属 して い るこ とを メーヌ ・ド ・ビラ ンは新 たに 指摘 したので あ る。 「我思 う」 と

「私 は出来 る」 とは、存在 論的 には同 じ規定 を共 有 している。 この事 を確認 した うえで、

なお次 の ことに留 意 しな けれ ばな らない とア ンリは言 う(PC,77)。 それ はメー ヌ ・ド ・

ビランのほ うが あ る意 味でデ カル トよりもデカル トの発見 に対 して忠 実で あった とい う

事実であ る。 デカル トは自分 の発見 した コギ トの領 域を、彼 の二元論 の前提 に阻 まれて、

身体 にまで拡張す るこ とがで きなか った。デ カル トに とって身体 は物 体 と して 自我 とは

本性 的 に区別 され た実体 と して最初 か ら立て られて いた。身体運 動 に関 して言 えば、運

動 その ものは機械 的物 質的過程 として、 自我の本 質 である思惟 の外 の 出来事 として捉 え

られてい る。運動 に関 してデ カル ト的コギ トの うち にまだ見い だせ る もの と言 えば、そ

れは単 なる運 動の 観念 であ り、運動 の内的な企画 だ けであ る。現実 の運 動の生起す る場

所 は、延長 であ る一物体 にほか なら ない身体であ る。 これに対 してメ ーヌ ・ド ・ビラン

は、運動 の観念 だ けで はな くて、運 動 その もの も、 あるいは身体 の観 念 だけで はな くて

身体 その もの も、 コギ トとい う超越 論 的な内的経験 に内属 す るとい う ことを、私 に とっ

ての私の 身体 の経験 を分析 す ること によって明確 に した。 ここにメー ヌ ・ド ・ビラ ンの

哲学 的直観 の根 本が ある とア ンリは考 え る(PC,79)。 つ いでに触 れる と、デ カル ト的 コ

ギ トとメーヌ ・ド ・ビラ ンの コギ トの 同質性 と、後 者 による前者 の運 動 的身体 的コギ ト

へ の展開 は、 後の アン リの著 書 『精神分析 の 系譜』〔3}におい て、メー ヌ ・ド ・ビラ ンとい

う一人の哲学 者の思索 の枠 を越 えて、西洋 の哲 学の流れ全体 とい う大 きな文脈 にお いて、
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ア ンリの身体論

表象 の哲学 か ら力 の、生の哲学 への展 開 として描 出される ことだろ う。

ビラニスム に とって身体 は、対 象 的な存在 ではな くて、 「我 思 う」 の私 がそ うで ある

の とまった く同様 、主観 的 な存在 で あ る。超越 的で はな くて、超越論 的な存 在で ある。

私 に、私 の経験 の うち におい て与 え られ る私 の身 奪は、物体 や延長で はな くて、 身体 運

動の遂行 におい て感 じられ る運 動、い いかえ ると 「努力 の感1青」(sentimentde1'effort)

にほかな らない。 注意 しなけれ ばな らないこ とは、 ここで言 われてい る 「感 じられ る運

動」 としての 「努力の感情」 を、運動 「感覚」 と取 り違 えない ことである。 ア ンリはメー

ヌ ・ド ・ビランの 言 明 を引用 してい る。 「この内的 な認識 には名前が 必要 であ る。 とい

うの は、 『感覚 』sensationと い う言 葉 はす べ て を言 い尽 くして い ない か らで あ る」

(PC,96)。 感覚 はわれ われが世界 の対象 を認識す る仕 方で あ り、私 に とっての私 の 身体 を

経験す る仕 方で は ない。 もちろん私 は 自分の 身体 を 「感覚す る」 こと はで きる。 しか し

その とき、私の身 体 は感 覚 において世界 の なか の超 越 的 な存在者 と して現 れてい るので

あ って、 いいか え る と、私の本源 的 な、超越論 的な 身体の対象 として 私 に経験 され てい

るので あって、私 自身に とっての本来の 身体 としてで はないので ある。

メーヌ ・ド ・ビ ランに とって、 身体 は、 われ われ が世界 に対 して持 つ能力 の総体 と し

て、わ れわれが世 界へ と働 きか ける運動 その もので ある。 その意 味で 努力 ・生 き生 き し

た力で ある。その 身体 ・運動 は、対 象 的 ・物体 的な もので はな くて、 主観 的で、 コギ ト

の経験 の うちにその構 成要素 として、 しか も最 も根 源的 な もの として含 まれ ている。 メー

ヌ ・ド ・ビランの 主体 的身体 と して の運 動 を、 ア ン リは、以下 の三点 にお いて、特徴付

けてい る。1)身 体運動 はそれ 自身 で知 られ る。2)身 体運動 はわれ われ に内属 して い

る。3)身 体 運動 は自我 と世界 とのあいだ の媒介 者で はな く、道具で はない。

1)に つ いては 、 われわれ は自分 の身体 運動 を、 志 向性 によって構 成 され る対 象 と し

て、た とえば感覚 や知覚 な どにお い て、ア ンリの言 う 「現象学 的隔た り」 を置 いて認識

するので はな く、 直接、 内在 にお い て、.経験 す るので ある。それ は志 向性 によって対象

が与 えられ る仕 方 で はな くて、そ の志 向性 その ものが志 向的体験 として私 に知 られ るそ

の仕 方 と同 じことであ る。 コンデ ィヤ ックの 自己 の 身体 の認識 につい ての理論 に対 す る

メー ヌ ・ド ・ビランの批判 は、 このこ とを理 解す る例証 と して役 に立つだろ う。 コ ンデ ィ

ヤ ックの意 見 では、私 は 自分 の身体 を、触覚 、 よ り正確 には 個 さの感 覚」(sensation

delasolide)に よって、体 の表面 に沿 って運動 しなが ら撫 で廻 して い く手の触覚 に よっ

て認 識す るこ とに な っている。 これ に対 して メーヌ ・ド ・ビランは反 論 して 、その よう
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に して触覚 におい て知 られる身体 は、対象 的で表象 的な身体 であ って 、身体 についての

二次的で 派生 的 な認識 にす ぎない。 ほん とうの 身体 は、その運動 して触 って いる手 その

もので ある。 した が って、 コンデ ィ ヤ ックは、解 くべ き問題 をす でに解 決 され た もの と

して前提 する循環 を犯 してい るこ とにな る。身体 の触覚 に よる表象 的 認識の ための道具

として使 われ る運 動す る手は、そ れ では、 まず、 どの ように してわれ われ に知 られるの

か。筋 肉感 覚 とい う意 味での運動感 覚 に よってで あ ろ うか。 しか し、 この種 の感覚 は、

私が 自発 的に身体 を動 かす ときだけ ではな く、外 的 な原 因 によって、 た とえば誰 かが私

の腕 を捉 えて持 ち上 げる ときに も、引 き起 こされる のであ る。原 因に 関 して中立的な こ

の ような筋 肉感覚 が 、私の意志 の結 果 として、す な わち私か ら発 して 私の運動 として認

め られ るのは、 ラ ニ ョーが逡巡 の末 にそ う結論 した ように、判 断の働 きによるのだろ う

か。筋 肉感 覚 に因果律 が適用 され て、 その感覚が私 の意 志の結果 であ ると判 断され るか

らだ ろうか。 しか しなが ら、筋 肉感 覚 に因果律が適 用 され るに して も、原 因を私 として

指定す る根 拠 は何なの だろうか。筋肉感覚 とは別 の仕方で、私 の運動 は私の もの として、

私か ら出た、私が 原 因の運動 と して 、すで に知 られ ていなけれ ばな らない。私 の運 動の

覚知 は、経験 論的 な運 動感覚 に基づ くもので もなけ れば、主知主義 的 な判断 に基づ くも

ので もない。それ はまった く別の、 内在 とい う開示 様態 に基づい て、 直接 、運動 その も

の と してわれわれ の経験 に与 えられ るのであ る。2)も また、 同 じこ とを異 なる仕 方で

述べて いる。

2)は 、世界 に対 して働 きか ける能 力 と してのわ れわれの身体 ・運 動 を、 われわれは

どの ように して現 実 の運動 に もた らす こ とがで きる か、あ るい は、わ れわれ はいかに し

て自分 の身体 を動かす ことが で きるか とい う問いへ の答 えと して導 き出される。 コンデ ィ

ヤ ックの場 合で言 えば、私はいか に して、 自分の体 を撫 で廻すた めに 、手 を動 かす こと

がで きるのだろ うか。 それは、私 に手が 、世界の な かの一対 象 と して与 え られ ているか

らで はない。 も しそ うであれば、私 は自分 の手 を動 かす ために、 あた か も或 る機械 を操

作 す ると きの よう に、手 を動かす た めの持 つ一つ の 内的な手 をさ らに 必要 とす るこ とだ

ろ う。 そればか りで はな くて、手 を動 かすに先立 っ て、 どの ようにす れば手が動 くか と

い う手の仕組 み と操作 に関す る対象 的な知識 をあ らか じめ持 って いる ことが要求 され る

ことだろ う。 しか し、 ひ とは生理物 理学 的に、解剖 学 的に手や腕 や脳 の構 造が 明 らか に

なる前 か ら、そ のような知識 とは独立 に、それ らの科学の存在 しなか った原始時代 か ら、

あ るい は言葉 も話 せ ない幼 児期か ら、すでに腕 を動 か し、手 を使 うこ とがで きたのであ
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る。なぜか。1)に お いて、運動 と しての身体 は直 接 、内在 にお いて 、いか なる現象学

的 隔た りも介 さず にわれ われに与 え られる ことが示 された。身体 ・運 動が直接 知 られ る

とい うことは、知 る働 き と知 られ る対象 とが異 な らない とい うこ とを意味す る。 も し両

者が 異な るな らば 、知 られる対象で あ る運 動 は、 それ とは別の知 る作 用 を介 して、 われ

われに経験 される ことになる。そ う なれば、身体 ・運動 は、世界 のな かの 出来事 と して

の対 象的運動 と、 た とえば投 げ られ た石 の運動 と、 その運動 の知 られ 方 において違 わな

いこ とになって し まう。 身体 の運動 は、三人称 の過 程 とな って しまう。身体 ・運動 の経

験 におい て、知 る働 き と知 られ る対 象 とは一致す る 。 したが って、身 体運動 を直接知 る

とい うこ とは、そ の運動 を行 うこ とであ る。運動 を知 る とい う ことは、そ の まま、行 う

とい うこ とであ る。運動 を行 うというこ とが、 その まま、運動 を知 る とい うこ とであ る。

知 るとい う作 用 は、明 らかに コギ トに属 す る事柄 である。 身体 運動 を知 るとい うことは、

主観性の領域 を構 成す る内在の働 きにおいて、遂行 され る。す なわ ち、 身体 運動 はコギ

トに内属 し、それ ゆえに、身体 ・運 動 は、 自我 の構 成要素で あ り、そ の在 り方は、 自我

の存在 と一 致す る。 したが って、運 動 を知 るこ とが 運動 をす る ことと 同 じであ る内在 の

自我の領域 におい ては、身体運動 そ の ものが 自我 で あ る。私 は身体 ・運動 であ るか ら、

私は 身体運 動 を行 うことがで きるのであ る。

ここか ら、3)も 自ず と結論 され る。 なぜ な ら、 身体 ・運動 が、具 体 的には努力 の感

情 と して 自我の う ちに取 り込 まれた のであ るか ら、 運動 は私 であ り、 したが って、運動

は 自我 と世 界 との 間に媒介項 として 、 「媒体」 として、挿入 され る必 要 はない。媒体 と

して の身体 とい う概念 は、反省 的 ・表象的 な哲学 の 思いつ いた虚構 にす ぎない。 さ らに

また、世 界 に働 きか ける身体 ・運動の存在が 自我 の存在 と一 致 しているとい うことか ら、

いい かえる と、意 志 的運動が直接体 験 され る とい う ことか ら、意志的 努力 におけ る自我

は、 その世界へ の作用 において、原 因として自 らを覚知す る。因果律 の概 念の経験 的基礎

は、 この、意志的 運動 の自発 性 にある と、 メーヌ ・ド ・ビラ ンは ヒューム を反駁す るjai。

第二節 運 動的志向 性 とそ の相 関項 と しての 「抵抗 する連 続ノ

身体運 動 は、主体 的身体 として、内在 において超越論 的な内 的経験 と して、 フッサ ー

ルの用語 法 を使 え ば、志向 的体験 と して、 コギ トの うちに、努力の感 情 として私 に、私

として与 え られる。 この ような運動 は、固有 の志向性で ある とアンリは考 える(PC,99)。

運動 的志 向性が独 特 の性格 を持 つ とい うこ とは、 この志 向性 が通常 の意 味での認識作用
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では ないか らであ り、 「われ われの理論 的生の存在 を為す ような志 向 性で はないか らで

あ る」(id.)。したが って 、 その相 関 項で ある 「超越 的 な要 素 は、そ こで は、表 象 の場合

とは まった く異 なって体験 され る」 こ とに な る(id-)。 それ ばか りで は ない 。運 動的 志

向性 は、他 の さま ざまな志向性 と並 ぶ、それ らの中 の単な る一 つの志 向性 に とどまるの

では ない。それ は 自我 の生の最 も深 い志 向性 と して超越論 的主体性 の 他のすべ ての規定

性 の うちにいつ も見 いだ され る志 向性 であ る。 した がって、運動 的志 向性の相 関項であ

る超越 的要 素 は、 す なわち身体運動 の対 象 と して到 達 された世界 は、 他の あ らゆる超越

的存在 の根 拠 ・基 礎 をなす。世界 が まず身体運動 に よって根源 的な仕 方で われわれ に与

えられ るか らこそ 、われわれ は別の新 しい志向性 に基 づいて、 そのす で に与 え られてい

る運動 的世 界 を、 理論 的、知的認識 におい て、 ある いは もっと一 般的 に言 って、表象 に

おい て認識 す るこ とがで きるの であ る。 さらに付 け加 えれ ば、 この表 象の本 質が時 間化

の超越 の作 用 に基 づ く、感性 的に も知的 に も共通 の 「見 る」 とい う作 用 にあるな らば、

知覚 もまた、 もはや 『知覚 の現象学』 の メルロ=ポ ンテ ィに とってそ うであ った ような、

根源 的な世 界の現 れの舞台で はな くて、派生 的な もの となる。世 界の 運動 的志 向性 によ

る把握 の派生態 と しての知覚 を、ベ ル クソンはメル ロ=ポ ンテ ィに先 立 って適切 に定義

して 、 「可能的行為」 と呼 んだ。

い かなる表象 的、 したが って知覚 的対 象 と して も与 え られ ない この 運動 的志 向性の超

越的対項 は、表象 的ではないが ゆえ に、い いか えれ ば感性的 に も知性 的 に も知覚 され る

ことが ない、直観 に与 えられ るこ とがない とい う理 由で、現象学 的 に は 「無」 であ ろう

か。運動 的志向性 が超越 論的 な内的 経験 と してコギ トにおい て、 コギ トと して体験 され

るか ぎり、その志 向性 の相関項 も、 その体験 を通 して、その体験 の う ちに、現象 学的 に

意味 のある もの として与 え られてい るとい うのが アンリの答 えで あ る(PC,100-101)。 も

ちろんその場合、 運動 的志向性 の相 関項で ある世界 は、あ るいは世 界 の なか にあ る対象

は、知覚 にお いて そ うであ るよ うな 、直観 にお いて は与 えられない。 そ うで はな くて、

「努力 に対 して抵抗 す る項」(termresistanta1'leffort,PC,101)と い う身分 で、 われわれの

経験 に露出す るの であ る。 しか し、 実際の ところ、抵 抗す るこの要素 は、抵抗 す る何 も

のか であ り、 その 「何 もの」 か とい う意味で その把 握 におい ては、た とえ運動 的な把握

にお いてであ って も、実体の概念 を前提す るのでは ないか。 したが って、運 動的志向性

にお ける世界 の把 捉 におい て も、そ の把捉が実体 の概 念 を前提 してい るか ぎり、それ は

「判 断」 に基づ い てお り、 したがっ て、運動 的志 向性 は世界 の根 源的 経験 をわれわれ に
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もた らしえないので はないか。

これ はまさ し くラニ ョーが陥 った誤 りであ る とア ンリは指摘す る(id.)。 ア ンリは引 用

して ラニ ョーに次 の ように言わせ る。 「われわれ は直接抵抗 を感 じる ように思 う。それ

は錯覚で ある。 とい うの も、抵抗 の観念 はわれわれ に抵 抗す る外 的物体の観念 を前提 し、

さ らに延長 において 接触 してい る二つ の物体 の表象 を前 提 す る」(id)。 な るほ ど、抵抗

は、感覚 に よって 知 られる とい う意 味で は感 覚 され ない。 この こ とは確 かで ある。 しか

し、抵抗の経験 が 成立す るため には実体 の概 念が必 要 であ るとい う主 張は正 しくない。

そ うで はな くて反 対 に、実体の概念 が抵抗 の経験 に 、メー ヌ ・ド ・ビ ランの表現 を使 え

ば、 「抵抗す る連続」(continuresistant)に 基づ いてい るのであ る。抵抗 す る連続 が現 実

的で、実体 の観 念 は、 その現実の表 象 にす ぎな い。 「観念 が現実 的な ものの根本 にあ る

のでは な くて、そ の逆 がほ んとうであ る」(PC,102)。

現実の超越 者 と は、運動 的志向性 その ものの純粋 の相 関者の こ とで あ って 、その よう

な もの と して、そ の超越者 は、 メー ヌ ・ド ・ビラ ンにおいて、 「抵抗 す る連続」 とい う

名称 を与 え られ る。 メーヌ ・ド ・ビ ラ ンの独 創性 は 、 この抵抗す る連 続が超越 的存 在 に

ついての われわれ の最 も具 体的 な経 験 であ って、理 論 的、知的 な表象 的認識 として主題

化 され る前 にすで に成立 してい るこ とを明 らか に した ことであ る と、 改めて ア ンリは強

調 した うえで、次 のきわめて興 味深 い指摘 をす る(PC,102)。 すなわち、 「抵抗 する連続 」

とい うメーヌ ・ド ・ビラ ンに よる命 名 に含 まれ てい る 「連続」 とい う概 念 こそが、運動

的志 向性 の相 関項 と して 「抵抗」が 世界 につい ての われわれの経験 の根 本 をなす ことを

明示 してい る と言 うの である。 この点 について詳 し く見てみ よう。 ま ず、 この 「連続」

は、空 間的連続 性 と解 されて はなら ない。なぜ な らば、メー ヌ ・ド ・ビランの哲学 にお

いて空 間は、少な くと も語 の正当 な意味 での空 間は 、現 実的 な ものの 経験 の構 成要 素で

はな くて、 む しろ 反対 に、その よう な経験 が展 開さ れた結 果形成 され る構 成 された もの

であ るか らにほかな らないisi。「運動の 展 開にお いて、 また その展 開に よっ て、それ に

抵抗 す る超越 的相 関者 は、 この広が り ・延長 を獲得 す るのであ り、 したが って、 この広

が り ・延長 は私の 最初 の経験 の条件 ではな くて、 む しろ最 初の経験 の 産物な のであ る」

(PC,103)。 それ では この 「連続 」 を時間形 式の表現 と取 るべ きで あろ うか 。す なわ ち、

延長ない しは空間 の経験 が成立す る ために必要 な時 間形 式 と して。 そ の ように理解 す る

として も、 時間は 、空 間 と同 じよう に、構成 され た もの以上で はあ りえない だろ う。 と

い うの は、 「連続」 の 意 味が 空 間 が構成 され ると きのその構城 の 時 間 的性 格 を表 して
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い るな らば、それ は、空間の構成 が 実現 され るその様態 その もの と同 一視 され るか らで

あ る。 「抵抗 」が 「空 間」 の連続 と して構成 され る とき共 に構 成 され るあが 「時 聞」 の

連続で ある。 とこ ろが 、 「抵抗す る連続」 は、その ような空間や時 間 り連 続 と して構 成

され る前 に、その構成 に先立 って、すで に経験 されてい るのでなけれ ばな らない。

抵抗す る項 を 「連続」 と指名 した こ とには、 もっ と根源 的な意味が ある。 「そ れは、

この抵抗す る項が 現実 的な ものの根 拠、事物 の本質 を構成 してい る とい う事 実 を指 して

い るとい うことで あ る。 それ とい う の もとりわ け、 そ こにあ るの は権 利 問題であ り、現

実的 なもの を抵 抗 す る もの として規 定す る ことは、 ア ・プ リオ リな規 定 であ り、 この よ

うな規定 はわれわ れの現実 的な もの につ いての経験 に決 して欠け るこ とが な く、常 にそ

の根 拠 を構城 す るだ ろう とわれわれ が確信 して いるか らで あ る」(id.)。そ して、 こ の確

信 は理性の要求 に 基づ くものでは な くて、現 実的な もの についての われ われの経験 の本

性 に基づい ている 。す なわち、運動 は根源 的な志 向 性で あるので、 「自我 の生 のい わば

不 断の志向性」(intentionnaliteenquelquesortepermanentedelaviede1'ego)で あるので、

現実 的な ものにつ いての経験 におい てわれ われに与 え られ る ものは、 不可避 的に、 われ

われの運動 に、 こ の運動 の超越 的対 項 と して、 した が って抵抗 す る連 続 として、与 え ら

れ る とい う本質 的性 格 を呈す る とい う事実 に基づい ている。

抵抗 する連続 の 「連 続」 は、運動 的志向性 の相 関項 であ る抵抗 が、 現実的 な、実的 な

の ものであ るこ とを、われ われの現 実性の根拠 であ る ことを明示 して い る。抵抗 す る連

続 は、運 動的志 向性 の相関項で ある 以上、時 間を本 質 とす る現象学 的 還元(反 省)に は

かか らない。同 じこ との言い換 えで あるが、 この独 特 の志 向性 は表象 的性格 を免 れてい

るの で、その相 関項 はいか なる意 味 で も観念的 な ものではない。抵抗 する連続が この よ

うな現実性 を持つ の も、運動的志 向性が 内在の絶対 的確 か さにお いて 主体的身体 として

生 きられ るか らで あ り、抵抗 す る連 続 であるその超 越 的対 項は、運動 的志 向性の 内在 的

確 か さを、世 界の 現実性 の確 か さと して、与か り持 つ か らであ る。要 約 すれば、運動 的

志 向性の相 関的超越者 を 「抵抗す る 『連続』」 とす る メー ヌ ・ド ・ビランの規定は、われ

われの経験 におい て現実 的な もの と して本源 的第一 次的 に与 え られ るの は、 フッサ ール

が そ う見 な した よ うな表象 的直観の 性格 の もので は な くて、その よう な性格 とは無縁 な

運動 的な、 キネス テーゼ性格 の もの であ る とい う事 実 を明確 に してい るのであ る。抵抗

はわれわれ のいか なる現 実性の経験 において も、常 に、 したがって連続 して欠ける ことな

く与 えられ、それゆえ に、われわれ のいっ さいの現 実性 の根拠 となってい るか らであ る。
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しか し、 ここで 、運動 的志向性が ア ンリの存在論 全体 のなかで どの ような位 置 を占め

るのか を問 う必要 はないだ ろうか。 簡 単 に言 えばア ンリの存在論 は二 元論で あ る。超越

の作用 に よって 開か れる脱 自的 な存 在論 的地平 にお いて、 またその地 平の光 に浴す るこ

とによってのみ存 在者 はその存在 の意 味 を得 てい る とす る、彼 に よれ ば西洋 の哲学 的思

惟 に伝統 的 な一元 的存 在論 に対 して 、彼 は、 その よ うに存在 の地平 を展 開す る超越 の作

用そ の ものの存在 ・現れ をさ らに問 題 に し、超 越の 作用そ の もの はも はや超 越の作用 に

基づ いては現象せ ず、か えって、そ れ とはまった く異質 な内在 の過程 において その存在

を得 て くるこ とを 明 らか に した。存 在論 的過程 と しては、超 越の作用 とその作用 その も

のの顕現で ある内 在 しか ない。そ して、 その超越 の作用 は、対象 との あいだ に現象 学的

隔た りを設定す る働 きであ り、その 働 きの本 質 は時 間化 の作 用で あっ た。時 間を存 在の

地平 として形成 しその地平 を受け取 る とい う仕 方で 展 開され る超越 の働 きに よって、世

界の現象性 と存在者 の存在 は与 え られ る。 この超越 の作 用が時 間の脱 自に基 づ くか ぎり、

その作 用 に よって 保証 される現象性 は、 表象 性で あ り、知覚 しうる とい うことであ り、

見えうる とい うことであ る。 その意味 で、意識 され るとい うこ とであ る。 『顕現 の本 質』

の提 供す る概念 装 置 に よれば、 この超越 の作 用以外 にわれわれが 自由 に しうる存 在論的

概念 は、 内在 しか ない。そ こで問題 である。 『哲学 と身体の現象学 』 が提供す る 「運動

的志向性」 をアン リの存在 論の枠組 みで取 り扱 お う とする ならば、わ れわれ は どう した

らよい のだろ うか 。 この問題 には、 出版 の順序 とは逆 に、 アンリの思 惟の歴 史におい て

は 『哲学 と身体の 現象学 』の ほ うが 『顕 現の本 質』 よりも先 に完成 した とい う事 実 も関

係 している と思 われ るが 、われわれの困惑 は次 の ように言 い表 され る。運動的志 向性 は、

これ まで見て きた こ とか ら明 らかな ように、非表象 的であ る。 いいか える と、その志 向

性の本 質 を、 見せ るこ とを本 質 とす る脱 自的 な光 に 基づ く意識 の志向 性 と同一視す るこ

とはで きない。 しか しなが ら他方 、 運動的志 向性 を、それが依然 と して志 向性 の性格規

定 を受 け るか ぎ り、内在の うちに回 収す るこ ともで きない。 内在 にお い ては作 用 とその

作用 の対 象 とが 同一 の もの として一 致 して いる こと を特徴 とす る。 も し運動 的志向性 の

働 きが超越の作用 を本質 とせ ずに、 内在 の根源 的 自己受容性 その もの の実現 であ るのな

ら、運 動的志 向性 すな わち身体 と、 その志 向的相関 項で ある世 界の現 実性 とは、世界 の

存在 とは一致 し、 同 じものであ るは ずで ある。実際 、 われわれは以前 、抵抗 の感情性 に

立脚 して、 その ように理解 しよう としf>it,i。しか し、運 動的志 向性 が内在 であ るな らば、

世 界はわれ われの 内面 に文 字通 り飲 み込 まれて しま うこ とだろ う。世 界 をわれ われの外
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に経験 する とい う事 実は、表象 的 ・知覚的 な意識 の志 向性 の もた らす 幻覚 とい うことに

なるだろ う。 こ うして、新 しい タイプの観念論 が生 まれる ことになるだろ う。

最 も妥当 な考 え方 は、運動 的志 向 性 を、 ひ とつの独 自の志 向性 と して認 める ことで あ

ろう。独 自の というのは、志向性 の一般的特性 であ る相 関項 の存在 を承認す る ことによっ

て、作 用 とその対 象 との あいだ に一 定の差異 を保証 す る一方 、他方で 、 この差異 を、表

象 的志向性 の本 質 を成す時 間 に基づ く現象学 的隔た りとは別 の性 質の もの として、 区別 、

しなければな らない。そ うすることによって初めて、運動的志向性が、志向性で あると同時に、

しか も独 自の志向性であるとい うことが言える。 しかしながら問題は、最大の困難は、運動 的志

向性 に固有 の この 運動 とその対象 との差異 を現象学 的に どの ような もの として規定 す る

かにあ る。 しか し、 この困難 は今 の ところ未解決 の ままに残 しておか ざる をえないω。

第三節 根源的 に反 復 する力 能 ぐ習慣♪ と しての身体 と 「私 は できるノ の解釈

運動 的志 向性、 メーヌ ・ド ・ビランの言葉 で言 えば 「意志 され た努 力」 「生 き生 きし

た力」 であ り、 フ ッサールの用語 法 に従 えば 「キ ネス テーゼ」 で ある身体 と、 その志向

的相 関項 であ る超越 的世界 について、 これまで見て きた ことをアン リは次の二 点に まと

め る(PC,128-131)。1)「 われわれの 身体 は、それが超越 論的 な内的経験 で あるか ぎ り、

身体 その もの についての直接 的知であ る」 。2)運 動 的志向性 の直接 的 自己知あるい

は自覚 と して経験 され る身体 は、それが志 向性であ る以上 、志向性 の相関項 として世界

につ いての超越 的経験 を構成 す る。 その場 合、運動 の 自己知 は、超越 的 な世界 経験 の一

つ ではな くて、 その ような経 験一般 の可 能性 に条件 として機能 している。以上 の2点 を

確認 した うえで、3)ア ンリは、メー ヌ ・ド ・ビランの解釈 として魅力 的であ るばか り

で はな く、 身体 ・キ ネステーゼ論 に とって も独創 的なテーゼ を提 出す る。 「世 界 につ い

ての この身体 的認識 は顕在 的な(今 の)(actuel)認 識 ではない。 われわれ の身体 は正確 に

は一つの認識 でな くて、む しろ認識 能力であ り、無 限に変化 に富 んで、多様 で、 しか し

なが ら調和 した認識の原 理 であ り、 身体 はま さ し くその よ うな認識の 所有者 なの であ

る。」(PC,131)。 この考 えは、 クレスゲスが空 間の構成 に際 して提 出 した、潜勢 的能為

の体系 であるキ ネステーゼ と しての身体 とい う把握 と合い通 ずる もので ある と同時 に(si、

その ような身体概念 を理論的 にさ らに深め る もので もあ る。 しか し、 この ことは後 で見

ることに しよう。 ところで、 いかに して身体 の認識はそ の時々の顕在 的認識 で ある こと

を越 えて、その よ うな認識 の可 能性一般 としての能力 であ りうるの だろ うか。 この問題
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をア ンリは、意志 的な もの のみが記憶可能 であ るとい うメー ヌ ・ド ・ビランの主張 に含

まれ る意志 的運動 と記 憶 との関係 を反省す る ことによって、解明 しようと試 み る。

例 として、パ イ プに火 をつ けるた めにポ ケ ッ トの なかの ライ ター を取 り出す手の運動

の こ とを考 えてみ よ う。私 はこの運 動 を毎 日、 それ も日に何度 も行 うの であるが、 この

手の運動 は、われ われの今の 関心 か ら見て、次 の四 つの要素 を含 んで い る。1)運 動 の

それ 自身に よる根源的認識 。われ われが運動 的志 向性の 内在 的経験 と呼ん だ ものであ る。

2)こ の運動を、すで に実行 され た運 動(今 朝 あるいは今さっき私が火 をつけるために行っ

たライターをポケ ットか ら取 り出す とい う動作)と 同 じものであ る とす る再認。3)運 動

の超越的項 として のライ ター(固 体,solide)の 認識。4)同 じ運動 に よってすでに到達

された こ とのあ る超越 的項(今 さっ きポケ ッ トか ら取 り出 した もの と同 じライ ター、 あ

るいは もっ と一般 的 に言 って、 たば こに火 をつ ける道具 一般 としての ライター、 さらに

は固体一般)と しての この項の再認 。3)と4)の 要素 す なわ ち固体(ラ イター)の 認

識 と再認 とい う出 来事か ら考察す る と、 この固体が われわれの認識 に 与 えられるその仕

方 は 「あ る絶対 的 に一般 的な意味」 を もってい ると アン リは言 う。 「事 物は 身体 に対 し

て、唯一で あるべ きであ る とい う性 格 を自身の うち に帯 びてい る ような経験 において は

決 して現前す るこ とは ない。そ うで はな くて常 に反 対 に、事 物 は二 度 出会われ る もの と

してわれわ れ に与 え られ る」(PC,133)。 「あ る対 象が私 の身 体 に与 え られた るた びに、

その対 象は 身体 に 、現 在の経験 の対 象 とい うよ りは 、私 の身体 が到達 す る ことの 『で き

る』或 るもの として、私 の身体が それ に対 して持 っている力能 に服 する何 ものか と して、

自 らを与 え るので ある」(id.)。運動の対象 であ る固体 ・ライ ター の認識 は、 単 にその時

限 りの一回 き りの認識 で はな くて、 同時 に再認 を、 その認識 の無限の 反復可 能性 を も含

んで いる。そ して その理由 は、 「私 の運動 とい うの は、私 の身体 の現 在 の、いわ ば経験

的な状態 では ない か らで あ る」(iの 。 「身体 は力 能であ る。 その認識 は瞬 間に限定 され

ることはない。そ の認識 は認識一般 の可能性で あ り、世界が私 に与 え られ る現 実的で具

体 的 な可 能性 であ る」(PC,134)。

私の運動 の認識 は、個 々の経験 的 な認 識で はな くて、運動 的経験 を可能 にす る条件 そ

の ものの認識 であ り、 その意味で、 ア ンリは 身体 の根 源的認識 を 「存 在論的認識 」 と呼

ぶ。身体 的 ・運動 的認識 を可能 にす る条件 としての この 「存在論 的認識 」 は、単 な る可

能性の条件 として 論理 的な存在 に と どまってい ない。単 な る経験 の成 立の ために理論的

に割 り出された イデエ ルな存在で は ない。 この可能 性 の条件 は、 身体 として、運 動の力
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能 として、具体 的に現実 に存 在 する。 「習 慣」(habitude)と い う概念 に、 ア ンリは、 こ

の ような存在論 的 意味 を持 つ身体 に与 え られるべ き高度で根 源的 な規 定 を、新た に盛 り

込 んで、ーこの手垢 に まみ れた概 念 を まった く一新す る。 「われわれが 習慣 と呼ぶの は、

存在 論的可能性 の 具体 的で現 実の存 在で あ り、われ われ はまた、身体 が習慣 であ る、わ

れわれの習慣 の総 体で ある と言 うこ とによって、身 体が力 能であ ると い う考 えを、 うま

く表現で きる。世 界 に関 しては、そ れ はわれわれの すべ ての習慣 の項 であ り、そ して こ

の意 味 にお いてわれ わ れは真 実、世界 の住 人(habitant)で あ る。住 む(habiter)と い う

こ とは、世界 に通い慣 れる(frequenter)と い うことで ある。それ こそ 人間的現実 の事 実

であ り、 この住 み慣れ る(habitation)と い う性格 こそ、世 界 とそ この住 人 であ る身体 の

両方 をうま く定義す るのに役立つ存在論 的性格 であ る」(id.)。

ライタ ーを取 り出す私 の手 の運 動 は、孤 立 した 行為 と して の経 験 的事 実で はな い。

そ うで はな くて、 力能 である。 「固体が 、それ につ いての私の認識 に おいて、現前 す る

のは、私 の手であ るが 、その手 は、 掴 む とい う単独 の作用 では な くて 、把 捉の一般 的可

能性 で あ り、その 把捉 の現 在 にお い て、すなわ ちそ の存在論 的現在 に おいて、 この固体

の、 また世界 のあ らゆる固体 一般 の過去 や未来の一 切 の把捉 も、 同時 に 自分の うちに携

えてい る把捉 の一 般的可 能性 であ る。 この意味で、 私 の身体 の存在 は習慣 であ る と、す

なわ ち認識 の一般的 で 限 りない可能性 と言 われ なければ な らない 」(id.)。 この事実 を、

身体 は瞬 間的な知 で はな くて、私 の存在 その もの で ある永続 的 なあの知 であ る ともア ン

リは表現 してい る(PC,135)。

身体 の在 り方が 習 慣である とい う こ とは、身体運 動 の知 におい て、再 認は認識 に還元

され るとい うこと を意 味する。い い かえる と、本源 的な身体 的知 にお いては、 「いかな

る過去 の意 味 も現れ ない」 とい うこ とであ る(PC,136)。 とい うの も、 ライ ター を取 り出

す私の運動 は、時 間の なかに個別化 、個体化 され る よ うな経 験的で きご とで は本来 ない

か らで ある。 も しそ の ような もので あれば、私の運 動 はそれが為 され る瞬問 には現在 で

あ って も、 じきに過去へ と衰退 して い くことだ ろう。過 ぎ去 った もの は もはや取 り返 し

がつかず 、私の支 配か ら、私の力能 か ら永遠 に逃 れ去 る。 もちろん思 い出す こ とはで き

る。 しか し、思い 出 とは、過去の彼 方へ 沈み こんで しまった もの をそ の もの と してわれ

われ に返す ことはで きない。思い 出 はただ、あ るイ マージ ュをわれ わ れに提供す るだけ

であ り、その イマ ージュの意味 はま さ しく、その対 象 をわれわれが失 って しまった もの

と してわれわれ に与 える ところにあ る。 この ような記述 が、われ われ の例 で ある固体の
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把握 の動作 に合 わ ない ことは明白で あ るとア ンリは い う。 「その よう な作用 は決 して過

ぎ去 って しまわな い。それ は本 質上 、永続 的な可能 性 と して私 に提供 されてい るのであ

り、過去 、 現在、未 来 を支す る力 能であ るJ(PC,136)。 この よう な存在論 的構i造に基づ

い て、身体 ・運動 は 「習慣」 と定義 されたので ある。

他方 、 また 同時 に、 「主体 的運動 の 固体 の把 捉 と して遂行 され る認 識 が存在論 的認識

で あ り、 この 固体 の認識 の一 般的可 能性で あるな ら ば、 この認識 は固体 を時間 のなか に

個体化 ・個別化 された この もの と して は認識 しは しない。 この同 じ運 動 の うちで常 に認

識可 能な もの としてその 固体 を認識 す る。 その運動 が 産みだ し、 また常 に繰 り返 し生み

出す ことの 可能 な認識 にお いてそ の固体 を認識 し再認 す るのであ る」(PC,137)。 少 し上

で、再 認 は認識 に 還元 される と表現 したが、正確 に は、身体 ・運動 的 認識 にお いて は、

認識は再認 をそのうちにすで に含 んで いる。事実上 の問題 は別 として、権利 上 は、 身体 ・

運動 は反復 される 。た とえ現 実 には たった一度 しか実現 され なか った 身体の運動 があ っ

た として も、その 動作 はそのた った 一度 の うちに、 無 限に反復 される可 能性 を同時 に体

現 してい るのであ る。 たった一度 き りの行 為 とい う のは、本質的 には存 在 しない。 した

が って、 この ような運動 の認 識の超 越 的項(わ れ わ れの例 で はライ ター とい う固体)も

また、た とえその 項の認識 が事実 にお いては一度 しか行 われ ない として も、 われわれが

人生 におい てその ような経験 を一度 しか持 た なか っ た として も、 本質 におい ては、その

固体 の認識 は繰 り返 し反復 され うる もの として生 じるのであ る。 一度 の認識 に、その一

度 の うちに、繰 り返 し認識 され る可 能性が共 に与 えられ ているので ある。

本質的 に反復 可 能 な、 したが って時 間のなかで あ る特 定の位置 を占 有す る もの として

個 別化 されないわ れ われの運動や そ の運動 の対象が 、思い出 と して、 あ るい は再 認 と し

て時間場所 をとって われわれの経験 に現 れ るの は、 それは、別 の新 しい志向性 の まなざ

しが、運動対 象 に、厳密 にい えば運 動 その もの に向 かって、 それを時 間の うちにおい て

時間化 し存在 者化 す るか らであ る。 もっ と言 えば、 身体 ・運動 はその 本質 において根源

的に反復 であるか ら、一 度遂行 され た運 動は失 われず 、それ ゆえに思 い出 と して想起可

能なので ある。為 され た運動 は常 に繰 り返す こ とが で きる もの として 本質 的に保 持 され

てい るのであ る。 運動 が この ように して保持 されて いるか ら、その対 象 も共 に保持 され

るので ある。運動 を再現 で きる とい うことは、対象 を現実 に、あるい は表象 的に再現 で

きる とい うことにほか な らないか らである。 この意 味で、記憶 の根 底 には、習慣 があ る。

ベ ルクソ ンは身体 の記憶 であ る習慣 はほ んとうの記 憶 で はない と言 った。習慣 が本質 的
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に無 限反復 と して、過去 とい う時間 的規定 を受 けつ けず、或 る意 味で はいつ も今であ る

とい う点 では、ベ ルク ソンの言 うとお りであ る。 しか し、真 の記憶 を身体か ら、運動か

ら分離 し、精神の なかに彼が置 くと き、彼の言 は間違 いで ある。 とい うの も、習慣 と し

ての身体 こそ、記 憶の根拠 に ほか な らないか らで あ る。 しか しなが ら、身体 に属 する運

動 図式が記憶 の再 生 に重要 な役割 を果 たす と認め た とき、ベル クソ ン も同 じよ うな こと

を考 えた と も言 え るか もしれない。
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